
 

 

 

 

                  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度 

旭川市立忠和小学校 

学校だより 

第５号 

令和８年９月３０日 

校長  南山 夕子 

９月16日、澄み渡る秋空の下、今年度のチャレンジランが行われました。忠和公園のジョギングコースには

子どもたちの弾む息づかいと軽やかな足音が響き渡り、応援に駆けつけてくださった保護者の皆様の声援

が、爽やかな秋の空気とともにコース全体を包みました。 

本番までの間、子どもたちは中休みや体育の時間を使って、少しずつ距離を伸ばしてきました。走ることが

得意な子もいれば、最後まで走り続けられるか不安を抱えていた子もいます。それでも、友達が声を掛けた

り、教員がペースに合わせて一緒に走ったりする中で、それぞれが自分なりの目標を見つけていきました。練

習を重ねるたびに表情が少しずつ明るくなっていく子も多く、その様子を担任も嬉しそうに話してくれました。 

本番の子どもたちの表情は、実にさまざまでした。自己ベストを目指して全力で駆け抜ける子、一歩も止ま

らずゴールを目指す子、隣の友達に「頑張れ」と声を掛けながら進む子。走る理由も、目指すゴールも、一人ひ

とり違います。それでいい、いや、それがいいのだと、ゴールテープを切る子どもたちの顔を見ながら改めて

感じました。 

速さや順位だけが挑戦の成果ではありません。「去年より長く走れた」「最後まで頑張った」「苦しくても投

げ出さなかった」――そうした一人ひとりの小さな変化こそが、何よりの成長の証です。子どもたちは、自分だ

けの「ものさし」で、確かに前へ進んでいます。 

さて、10月24日には学習発表会を予定しています。ステージに立つことに、不安や緊張を感じる子どもも

少なくありません。しかし、友達から「いいね」「その調子」と声をｊ掛けられるうちに、少しずつ自分を出せるよ

うになっていく姿を、教室ではよく目にします。一人が勇気を出して声を上げると、周りもつられて自分を出し

やすくなる――そんな連鎖が、日々の教室のあちこちで生まれています。舞台に立つ子も、道具や進行を支え

る子も、それぞれの持ち場で力を発揮します。互いを受け止め合う関係があるからこそ、子どもたちは安心し

て自分の言葉や表現に挑戦できるのだと思います。 

本番では、上手にできたかどうかよりも、子どもたち一人ひとりが精一杯自分を表現しようとする姿に、ぜひ

温かい拍手を送っていただければと思います。日頃から子どもたちを支えてくださる保護者・地域の皆様に感

謝しつつ、当日、会場でお会いできることを楽しみにしております。 

 

それぞれのものさしで 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年生が、深川市へ宿泊研修に行ってきました。沼田町の化石博物館、滝川市のカヌー体験、深川市ネイ

パルでの研修と宿泊体験。仲間と協力しながら過ごした二日間は、思い出だけでなく、たくさんの学びが

ありました。多くの経験をして一回り大きく成長した 5年生の、今後の活躍に期待しています！ 

１日（木）  個人懇談、全校朝会  

２日（金）  学校開放事業休止（～24 日）  

５日（月）  学習発表会特別日課開始  

６日（火） 旭川市教育研究大会のため臨時休

業、３の３登校日（外国語研究部

研究大会の研究授業のため）  

７日（水）  スクールカウンセラー来校日  

１５日（木）  諸費納入日  

１６日（金）  係活動  

２０日（火） フッ化物洗口、係活動、前日準備  

２１日（水）  B 日課、お弁当の日、  

学習発表会児童公開日  

２３日（金）  係活動、前日準備  

２４日（土）  学習発表会  一般公開日  

２６日（月）  振替休業日  

２８日（水）  子ども理解支援ツール「ほっと」

の実施日、１年生旭山動物園見

学、高校生インターンシップ受入

れ  

２９日（木）  就学時健診  

３０日（金）  クラブ活動反省  

３年生消防署出前授業  

 

自分に勝つ！ 

全力を尽くした「チャレンジラン」 
 

９月１６日(水)、穏やかな秋晴れの中、全校
児童による「チャレンジラン」を実施しました。
会場の忠和公園には、応援に駆けつけていた
だいた多くのご家族の皆さんの励ましの声が
響いていました。おかげ様で、どの子も粘り強
く走り抜くことができました。応援ありがとうご
ざいました！ 


